
（別紙３）

～ 2025年　12月　31日

（対象者数）
41名

（回答者数）
37名

～ 2025年　12月　31日

（対象者数）
9名

（回答者数）
9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用者が視覚的に分かりやすいように物がどこに管理されて

いるのか分かるようにする。

2

職員が外部研修に行くなどして幅を広げられるようにする。

3

全職員が同じ対応ができるようになると良い。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

アセスメントを詳細に行うこと。

保護者を巻き込んで関係機関との連携を図る。

2

再度マニュアルの設定を行う。

3

地域を巻き込んだイベントの開催や園のPRを行う。

関係機関との連携がとれていない。 相談支援との連携はできているが、その他学童や病院などと連携

がとれていない。連携をするという働きかけができていない。

全職員(常勤、非常勤)に情報共有ができていない時がある。 非常勤勤務の方や休みで当日出勤できない人に対して、漏れが

あった。マニュアルとコミュニケーション不足。

地域住民に開かれた運営ができていない。 園だけでの活動やイベントの開催になっている。

地域にPRができていない。

療育プログラム(運動療育、感覚統合運動)がはっきりとして

いる。

利用者に飽きがこないように療育内容の変更や見直し、イベント

の実施をしている。

保護者との良好なコミュニケーションがとれている。 日々の様子を正確に伝える事。

何か気なる事があれば個別に連絡をいれる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用者が伸び伸びと体を動かせる環境が整っている。 整理整頓、物の管理することで安全に行えている。

○事業所名 通所支援ベルテール台町園

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


